
特
集

平成29年度
園芸事業推進対策について

本
年
度
は
、
重
点
市
場
・
重
点
販
売
先
か
ら
求
め
ら
れ
る

園
芸
品
目
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、
反
収
向
上
や
生
産
拡
大

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

反
収
向
上
に
つ
い
て
は
、
県
の
技
術
指
導
や
Ｊ
Ａ
営
農
指

導
員
と
連
携
し
、
技
術
対
策
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
支
援

対
策
と
し
て
園
芸
産
地
確
立
事
業
に
よ
る
助
成
を
行
い
ま

す
。
生
産
拡
大
に
つ
い
て
は
、
新
規
生
産
者
お
よ
び
営
農
組

織
等
へ
の
園
芸
品
目
導
入
、
加
工
・
業
務
用
野
菜
生
産
、
秋

冬
品
目
生
産
を
推
進
し
、
支
援
対
策
と
し
て
園
芸
産
地
確
立

事
業
に
よ
る
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
取
引
先
ニ
ー
ズ
に

よ
る
消
費
地
提
案
を
契
約
的
販
売
や
買
取
販
売
等
を
活
用

し
、
大
型
経
営
体
等
へ
推
進
し
ま
す
。

販
売
強
化
対
策
と
し
て
、
い
わ
て
の
特
徴
を
生
か
し
た

「
オ
ー
ル
い
わ
て
」
と
し
て
の
販
売
を
強
化
す
る
と
と
も

に
重
点
市
場
・
重
点
販
売
先
と
の
契
約
的
取
引
を
拡
大
し

ま
す
。
ま
た
、
品
質
競
争
力
の
向
上
を
す
す
め
る
と
と
も

に
重
点
市
場
・
重
点
販
売
先
に
お
け
る
フ
ェ
ア
等
販
売
促

進
対
策
を
拡
大
し
、
「
純
情
産
地
い
わ
て
」
の
指
定
席
を

確
保
し
ま
す
。

生
産
コ
ス
ト
低
減
対
策
と
し
て
、
各
品
目
の
反
収
向
上
対

策
を
す
す
め
、
流
通
面
で
は
、
流
通
資
材
の
改
善
や
輸
送
手

段
の
安
定
的
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

本県の園芸生産をとりまく現状は、高齢化などによりリタイアする生産者が増加しており、ゆるやかな減少傾向にあ
ります。

一方では大規模生産者の拡大、新規就農者や営農組織等による園芸品目作付導入など、積極的な取り組みも増え
ています。

また、コメ政策の見直し等により関係各位からはこれまで以上に園芸事業への期待が高まっている実態にあります。
本会はこれらをふまえ、園芸主産地として継続されるよう種々の対策を講じながら、担い手の生産拡大と所得拡大

に取り組んでいきます。

【
平
成
29
年
度
基
本
方
針
】

■	

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
よ
る
生
産
振
興

■	「
オ
ー
ル
い
わ
て
」と
し
て
の
販
売
戦
略
構
築
に
よ
る

販
売
強
化

■	

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
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こ
の
花
の
中
に
ホ
タ
ル
を
入
れ
た
ら
、

さ
ぞ
か
し
幻
想
的
だ
ろ
う
。

し
か
し
、身
の
ま
わ
り
か
ら

き
れ
い
な
水
辺
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
今
で
は
、

そ
れ
は
本
当
に
幻
の
明
か
り
だ
。

近
年
、「
ホ
タ
ル
を
町
に
呼
び
戻
そ
う
」と
い
う
声
が
、

各
地
で
高
ま
っ
て
い
る
が
、

そ
ん
な
と
こ
ろ
で
戻
っ
て
来
る
の
は
、

田
ん
ぼ
に
も
発
生
で
き
る
小
型
の
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
だ
ろ
う
。

大
型
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
は
清
流
性
で
、

呼
び
戻
す
に
は
た
い
へ
ん
な
努
力
を
要
す
る
。

名
古
屋
市
で
は
、わ
ざ
わ
ざ
ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
て

地
下
水
を
汲
み
上
げ
て
い
る
。

そ
の
花
期
を
と
う
に
過
ぎ
た
こ
ろ
、

冷
風
の
吹
き
出
す
岩
泉
の
洞
窟
の
前
で
、咲
き
残
っ
て
い
る

ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
を
見
つ
け
た
。

傍
ら
を
流
れ
る
安
家
川
は
、

残
り
少
な
い
清
流
の
一
つ
。川
底
に
は
、

氷
河
期
の
生
き
残
り
で
あ
る
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
と
、

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
エ
サ
で
あ
る
カ
ワ
ニ
ナ
が
。

こ
こ
な
ら
、名
実
と
も
に「
蛍
袋
」で
あ
る
。

「
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
」（

キ
キ
ョ
ウ
科
）

文
・
澤
口
　
た
ま
み

絵
・
永
澤
　
美
貴
子

参考資料：澤口たまみ著『岩手の野草百科』（岩手日報社発行）より
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Ｊ
Ａ
━
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
の
連
携
強
化
に
よ
る

営
農
組
織
等
へ
の
園
芸
品
目
導
入
提
案

ス
パ
ラ
ガ
ス
、し
い
た
け
、り
ん
ご
、り
ん
ど
う
、小
菊（
以
上

14
品
目
）

イ
．	生
産
拡
大
に
つ
い
て
は
、園
芸
産
地
確
立
事
業
に
よ
り

支
援

2
．販
売
強
化
対
策

（１）
重
点
市
場
・
販
売
先
へ
の

長
期
・
安
定
供
給
実
現

に
向
け
、Ｊ
Ａ
間
・
集
荷

場
間
の
連
携
な
ど
に
よ
る

「
オ
ー
ル
い
わ
て
」と
し

て
の
責
任
供
給
体
制
強

化
（２）
産
地
直
送
販
売
の
拡
充

と
契
約
的
取
引（
予
約

相
対
取
引
、直
接
契
約

取
引
）の
拡
大

（３）
実
需
者
お
よ
び
加
工・業
務
事
業
者
と
の
連
携
強
化

（４）
生
産
情
報
の
的
確
な
把
握
に
よ
る
、情
報
販
売・計
画
販
売

の
強
化

（５）
重
点
市
場・重
点
販
売
先
に
お
け
る
フェア
、産
地
交
流
会
等

の
販
売
促
進
対
策
の
拡
大

（６）
生
産
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、品
質
ク
レ
ー
ム
へ
の
迅
速
対
応
、

目
揃
え
会
お
よ
び
検
査
体
制
の
充
実
に
よ
る
品
質
競
争
力

の
強
化

（７）
地
域
お
よ
び
全
県
ブ
ラ
ン
ド
品
目
の
販
売
強
化

（８）
消
費
地
か
ら
の
情
報（
販
売
状
況・品
質
評
価
等
）収
集・発

信
の
強
化

3
．生
産
コ
ス
ト
削
減
対
策

生
産
性
の
改
善
、反
収
向
上
に
よ
る
収
益
向
上
策
の
推
進

「
園
芸
産
地
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
お
い
て
反
収
向
上
対
策

を
テ
ー
マ
に
活
動
を
強
化

※
輸
送
の
効
率
化
に
よ
る
輸
送
コ
ス
ト
上
昇
の
抑
制
と
流
通
資

材
の
改
善（
段
ボ
ー
ル
の
規
格
統
一
等
）に
つい
て
は
継
続
実
施

4
．事
業
推
進
体
制

（１）
生
産
基
盤
拡
大
、反
収
向
上
、品
質
競
争
力
強
化
な
ど
を
目

的
と
し
、Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た「
園
芸
産
地

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
活
動
強
化

（２）
野
菜・菌
床
し
い
た
け・乾
椎
茸・花
き
な
ど
の
生
産
者
を
含

め
た
協
議
会
活
動
を
つ
う
じ
て
の
生
産
者
の
生
産
拡
大
、販

売
の
系
統
結
集
推
進

（３）
生
産
基
準
の
統
一
、記
帳
、残
留
農
薬
検
査
、放
射
性
物
質
へ

の
対
応
な
ど
品
質
チ
ェッ
ク
機
能
の
強
化
に
よ
る
安
全・安
心

志
向
に
対
応
し
た「
純
情
」ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

（４）
い
わ
て
フ
ァ
ン
づ
く
り・固
定
客
確
保
の
た
め
、重
点
販
売
先
お

よ
び
加
工・業
務
用
事
業
者
への
営
業
活
動
強
化

次
に
、生
産
基
盤
拡
大
対
策
の
中
か
ら「
営
農
組
織（
集
落

営
農・営
農
法
人
等
）への
園
芸
品
目
導
入
提
案
」に
つい
て
紹
介

し
ま
す
。

本
県
農
業
は
県
中
南
地
域
中
心
に
稲
作
経
営
体
が
多
い
地

域
で
す
が
、コ
メ
政
策
の
見
直
し
の
中
、所
得
確
保
の
取
組
み
の

一
つ
と
し
て
、営
農
組
織
等
へ
の
園
芸
品
目
導
入
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、す
で
に
園
芸
品
目
を
導
入
し
て
い
る
営
農
組
織
等
で

も
秋
冬
野
菜
品
目
を
推
進
し
、稲
作
と
多
数
の
園
芸
品
目
を

組
み
合
わ
せ
て
周
年
的
に
所
得
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
推
進
方
法
に
つ
い
て
は
、岩
手
県
中
央
会
担
い
手
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
と
、日
ご
ろ
担
い
手
訪
問
を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
─
Ｔ
Ａ

Ｃ
に
協
力
し
て
も
ら
い
、園
芸
品
目
の
推
進
チ
ラ
シ
を
配
布
し

な
が
ら
、導
入
意
向
の
あ
る
組
織
や
園
芸
に
興
味
あ
る
組
織
を

全
農
園
芸
部
に
紹
介
し
て
も
ら
い
、バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
園
芸
部

職
員
が
再
訪
問
し
、導
入
を
促
し
て
い
く
も
の
で
す
。

1
．推
進
方
法（
手
法
と
役
割
）

2
．推
進
目
標

（
平
成
29
年
秋
冬
品
目
～
平
成
30
年
春
夏
品
目
）50
組
織
導
入

（１）
品
目
に
よ
り
推
進
し
て
い
く
時
期
が
あ
る
た
め
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

化
に
よ
る
推
進
。

（２）
具
体
的
に
は
①
秋
冬
品
目
は
ま
だ
作
付
に
間
に
合
う
た
め

8
月
前
半
ま
で
推
進
強
化
月
間
と
す
る
。②
盆
過
ぎ
以
降

は
平
成
30
年
産
作
付
に
向
け
た
春
夏
品
目
を
推
進
強
化
月

間
と
す
る
。

3
．お
わ
り
に

稲
作
経
営
中
心
で
あ
っ
た
営
農
組
織
等
が
収
益
性
の
高
い
園

芸
品
目
導
入
に
よ
り
経
営
の
安
定
が
図
ら
れ
て
き
た
組
織
も

誕
生
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
園
芸
品
目
導
入
拡
大
に
よ
り
、地
域
の
重
点
品
目
の

作
付
面
積
が
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、本
県
が
園
芸
主
産
地

と
し
て
維
持・拡
充
さ
れ
る
よ
う「
純
情
産
地
い
わ
て
」の
生
産

基
盤
確
立
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

1
．生
産
基
盤
拡
大
対
策

（１）
反
収
向
上
対
策

ア
．園
芸
産
地
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、県
お
よ
び
Ｊ
Ａ

営
農
指
導
員
と
連
携
し
、反
収
向
上
の
た
め
の
技
術
の
実

証
や
普
及
を
実
施

イ
．園
芸
産
地
確
立
事
業
に
よ
り
、実
証
展
示
圃
設
置
、反
収

向
上
対
策
の
支
援

（２）
新
規
生
産
者
お
よ
び
営
農
組
織
等
への
園
芸
品
目
導
入
提
案

ア
．新
規
生
産
者
お
よ
び
営
農
組
織（
集
落
営
農
組
織・営
農

法
人
等
）へ
園
芸
品
目
導
入
を
提
案

イ
．販
売
に
つ
い
て
は
、買
取
販
売
と
し
、生
産
拡
大
に
つ
い
て

は
、園
芸
産
地
確
立
事
業
に
よ
り
支
援

（３）
加
工・業
務
用
野
菜
の
生
産
拡
大

ア
．野
菜
の
需
要
の
６
割
を
占
め
る
加
工・業
務
用
向
け
の
生

産
拡
大

イ
．重
点
品
目
　

寒
玉
キ
ャ
ベツ・レ
タ
ス・タ
マ
ネ
ギ

ウ
．機
械
化
体
系
の
導
入（
た
ま
ね
ぎ
）の
た
め
、農
機
レ
ン
タ

ル
の
実
施

エ
．生
産
拡
大
に
つ
い
て
は
、園
芸
産
地
確
立
事
業
に
よ
り

支
援

（４）
秋
冬
品
目
の
生
産
拡
大

ア
．稲
作
お
よ
び
園
芸
生
産
者
の
周
年
生
産
出
荷
に
よ
る
経

営
安
定

イ
．生
産
拡
大
に
つ
い
て
は
、園
芸
産
地
確
立
事
業
に
よ
り

支
援

（５）
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
よ
る
産
地
づ
く
り
推
進
の
た
め
、契
約
的

取
引
と
買
取
販
売
等
を
活
用
し
た
提
案（
特
に
大
型
経
営

体
への
提
案
）

（６）
グ
ル
ー
プ
化
の
推
進
に
よ
る
、計
画
生
産・責
任
供
給
可
能
な

産
地
育
成

（７）
全
県
重
点
品
目
の
生
産
拡
大

ア
．全
県
重
点
品
目
　

き
ゅ
う
り
、ト
マ
ト
、ミ
ニ
ト
マ
ト
、ピ
ー

マ
ン
、な
す
、キ
ャ
ベツ
、ね
ぎ
、ほ
う
れ
ん
そ
う
、レ
タ
ス
、ア

特集 ─ 平成29年度園芸事業推進対策について

生産者類型別の主な推進対策
類型 推進対策 上記対策

◇米農家
◇集落営農組織（新規）

・園芸品目の新規提案
・加工業務用野菜導入の提案
・秋冬品目の提案

（２）
（３）
（４）

◇一般園芸農家 ・反収向上対策
・規模拡大対策
・加工業務用野菜導入の提案
・秋冬品目の提案
・グループ化

（１）
（７）
（３）
（４）
（６）

◇大規模園芸農家 ・反収向上対策
・加工業務用野菜導入の提案
・秋冬品目の提案
・販売先の提案
・グループ化

（１）
（３）
（４）
（５）
（６）

農指導員表彰式、
若手生産者研修会

県知事、ＪＡ会長、ＪＡ組合長によるトップセールス

加工業務用タマネギ　機械化体系（定植風景）

秋冬品目拡大

【行動計画】

実行具体策
行動計画

29年計画 28年実績

１．園芸品目買取販売の拡大
（１）実需者ニーズに基づく生産の実施
（２）取引先拡大と営業強化

７００百万円 ４９７百万円

２．加工業務用野菜の拡大
（１）マーケットイン戦略に基づく需要の掘り起こし
（２）生産拡大に向けたＪＡ、行政との連携強化

６６０百万円 ６１０百万円

３．青果物用段ボールの規格統一によるコスト低減
（１）ＪＡとの協議による規格統一品目の設定
（２）段ボール規格・材質等最適化の検討
（３）段ボール統一規格の設定

７品目 ４品目

４．青果・花きの反収向上に向けた営農指導員の指導力強化
（１）園芸産地改革ネットワーク部会での生産・技術課題の解決と新技術普及
（現地研修会・検討会）
（２）県農林水産部並びに農業改良普及センターとタイアップ

研修会・検討会
３０回

研修会・検討会
３０回

５．園芸大型経営体の育成
（１）担い手への規模拡大提案およびフォロー実施
　ア．推進候補者のピックアップ
　イ．販売契約先の確保
　ウ．提案具体策の検討（ＪＡ・生産者・全農）

提案件数７５件 提案件数６５件

ＴＡＣ紹介目標 → 実導入目標

29年秋冬品目推進 30件 → 20件

30年春夏品目推進 45件 → 30件

平成29年度推進計 75件 → 50件

推進方法（手法と役割）
推進手法 対応者

ステップ１ ・訪問組織のリスト化 ・JA-ＴＡＣ
・中央会担い手サポート

センター
ステップ２ ・リスト先訪問による園

芸品目導入推進
○推進品目チラシ配布

・ＪＡ-ＴＡＣ
・中央会担い手サポート

センター
ステップ３ ・導入意向あり組織へ

の再訪問による導入
検討協議
○品目別作型表
○品目別収支表
○支援事業
○買取等の販売方法

などの説明

・ＪＡ園芸課
・全農園芸部
・ＪＡ-ＴＡＣ
・中央会担い手サポート

センター

ステップ４ ・作付決定
○栽培方法、出荷方法
○販売方法の具体的

協議

・ＪＡ園芸課
・全農園芸部
・（ＪＡ-ＴＡＣ）
・（中央会担い手サポー
トセンター）

ステップ５ ・作付後の定期訪問に
よるサポート

・ＪＡ園芸課
・全農園芸部
・（ＪＡ-ＴＡＣ）
・（中央会担い手サポー

トセンター）
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6
月
23
日
、東
京
食
肉
市
場
に
お
い
て
、第
25
回

い
わ
て
牛
枝
肉
研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
研
究
会
は
、「
い
わ
て
牛
」の
普
及
拡
大
及
び
本

県
肉
用
牛
の
肥
育
技
術
の
確
立
を
図
る
た
め
、生

産
者
並
び
に
購
買
者
と
の
相
互
理
解
を
深
め
、肉

質
の
向
上
及
び
経
営
意
欲
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
雌
22
頭
、去
勢
38
頭
、計
60
頭
の
出
品
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。最
優
秀
賞
は
岩
手
ふ
る
さ
と

農
協
の
石
川
正
好
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
、3
2
8
0
円

（
5
6
4
㎏
）の
単
価
が
つ
き
ま
し
た
。

ま
た
、前
日
に
は
市
場
関
係
・
購
買
者
・
生
産
者

約
80
名
が
集
ま
り
購
買
者
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。研
究
会
は
体
型
、造

り
が
良
い
牛
が
多
く
、生
産
者
の
方
々
の
日
々
の

努
力
が
形
と
な
る
結
果
と
な
り
、非
常
に
高
値
で

取
引
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。当
日
は
、い
わ
て

純
情
む
す
め
も
応
援
に
駆
け
付
け
セ
リ
に
花
を
添

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。市
場
購
買
者
の
方
々
に
は

「
い
わ
て
牛
」
を
精
一

杯
応
援
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。首
都
圏

に
も
「
い
わ
て
牛
」の

フ
ァ
ン
が
沢
山
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。畜
産
情

勢
は
非
常
に
厳
し
い
中

で
す
が
、生
産
者
と
消

費
者
の
懸
け
橋
に
な
る

よ
う「
純
情
産
地
い
わ

て
」と
し
て
安
全
・
安
心

か
つ
美
味
し
い「
い
わ

て
牛
」を
お
客
様
に
届

け
る
た
め
、日
々
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
25
回
い
わ
て
牛
枝
肉
研
究
会

いわて純情米の店「銀河食堂」では、より多くのお客様にお料理を楽しんでいただくため、ポイントカード（ランチタ
イム限定）を作成いたしました。ランチ1回のご利用につき、スタンプ１個捺印いたします。５ポイント貯まりますと、
お好きなソフトドリンクを１杯サービス。10ポイント貯まりますと、日替りランチ１食をサービスいたします。
カードは店内またはＪＡ全農いわて管理部総合企画課にて配布しておりますので、お気軽にお声掛けください。
そのほか、７月20日（木）までは開店１周年大感謝祭として、プレミアム飲み放題コース5,000円が4,500円と

お得になっておりますので、ぜひこの機会にご利用ください。

いわて純情米の店「銀河食堂」では、より多くのお客様にお料理を楽しんでいただくため、ポイントカード（ランチタ

純
情
ブ
ラ
ン
ド
消
費
地
の「
今
」を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
環
境
制
御
へ
の
関
心
の
高
ま
り

現
在
、施
設
園
芸
で
は
高
品
質
で
安
定
多
収

を
目
指
す
た
め
の
技
術
と
し
て「
環
境
制
御
」

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
性
を
上
げ
る
た
め
に
は
栽
培
環
境
を

適
切
に
制
御
し
て
光
合
成
を
促
進
す
る
こ
と
が

基
本
と
な
る
こ
と
か
ら
、最
先
端
の
ハ
ウ
ス（
太

陽
光
利
用
型
植
物
工
場
等
）で
は
気
温
・
湿
度
・

日
射
量
・
二
酸
化
炭
素
濃
度
な
ど
を
制
御
し

て
、高
い
収
量
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

■
環
境
計
測

環
境
制
御
を
行
う
た
め
に
は
そ
の
根
拠
と
な

る
植
物
の
生
理
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、こ
れ

ら
の
環
境
要
因
の
計
測
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

近
年
、施
設
内
環
境
の「
見
え
る
化
」を
目

的
と
し
た
環
境
測
定
装
置
も
市
販
さ
れ
て
い

ま
す
。実
際
、計
測
を
行
う
こ
と
で
管
理
上
の

問
題
が
整
理
さ
れ
、管
理
改
善
が
容
易
に
な
り

ま
す
。

■
岩
手
県
内
で
の
取
り
組
み

岩
手
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
25
年

度
か
ら
中
小
規
模
施
設
の
生
産
性
と
効
率
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
環
境
制
御
技
術
の
試
験

を
行
っ
て
お
り
、そ
の
一
部
が
平
成
28
年
度
の

研
究
成
果「
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
用
い
た
ト
マ
ト
多

収
化
モ
デ
ル
」と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

技
術
の
特
徴
と
し
て
は
①
作
期
の
拡
大（
２

月
定
植
12
月
末
ま
で
収
穫
）、②
栽
植
密
度
を

高
め
る（
3.8
株
／
㎡
）、③
誘
引
の
高
さ
を
上
げ

る（
1.8ｍ
）、④
二
酸
化
炭
素
施
用
、⑤
湿
度（
飽

差
）管
理
、⑥
温
度
管
理（
６
時
間
帯
変
温
管

理
）、⑦
少
量
多
頻
度
か
ん
水
を
基
本
と
し
た

給
液
管
理
な
ど
で
す
。こ
れ
ら
を
行
う
こ
と
で

約
30
t
／
10
㌃
の
収
量
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

■
環
境
制
御
の
今
後

県
内
で
も
先
進
的
な
農
業
者
や
指
導
者
の

関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、研
修
会
等
も
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。全
農
い
わ
て
も
こ
の
技
術
の

発
展
の
た
め
に
関
係
者
と
と
も
に
力
を
入
れ
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、今
年
度
は
い
ち
ご
に
対

す
る
光
合
成
促
進
機（
L
P
ガ
ス
利
用
に
よ
る

二
酸
化
炭
素
供
給
）を
試
験
導
入
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

園芸部　生産販売課
技術主管

菊池利行

試験中のトマトハウス（農業研究センター提供）

日射を計測する装置

制御盤（農業研究センター提供）

消費地販売課
高橋　司

第25回いわて牛枝肉研究会
販売成績 頭数 平均枝肉重量 平均販売単価 平均販売金額

雌 22頭 466kg 2,662円 1,237,874円
去 38頭 548kg 2,542円 1,394,352円

合計 60頭 518kg 2,586円 1,336,977円

入賞区分 農協名 氏名 性別 枝肉重量 単価 販売金額
最優秀賞 岩手ふるさと 石川　正好 去勢 564kg 3,280円 1,849,920円
優秀賞 いわて花巻 ㈱高田畜産 去勢 541kg 3,120円 1,687,920円

岩手ふるさと 藤田　栄 雌 452kg 3,122円 1,411,144円
岩手ふるさと 佐々木　譲 雌 439kg 3,140円 1,378,460円

優良賞 いわて花巻 ㈱西部開発農産 去勢 594kg 2,805円 1,666,170円
いわて花巻 高橋　信一 去勢 575kg 2,916円 1,676,700円
いわて花巻 高橋　雄孝 去勢 599kg 2,810円 1,683,190円
いわて平泉 佐々木　信行 去勢 548kg 2,901円 1,589,748円
いわて平泉 佐藤　和弘 雌 419kg 3,007円 1,259,933円

いわて純情米の店「銀河食堂」
ポイントカード開始！

カード表カード裏
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①趣味：カフェめぐり、歌を聴くこと
特技：アナウンス

②一度決めたら最後まで顔晴る（がんばる）
自分で決めた以上、何事にも最後まで取り組みたいと思っています。
「顔晴る」はあて字ですが、周りの人、そして自分自身も顔が晴れや
かになるように活動していきたいと考えています。

③生まれも育ちも岩手県！岩手のことが大好きです！岩手は温かい人、
すてきな自然、そしておいしい食べ物にあふれています。私自身、いわ
て純情むすめの活動を通していろいろ知っていきながら、様々な方に
岩手の良さを発信していきたいと思います。これから1年間よろしく
お願いします。

①趣味：物づくり、お花観賞
特技：整理整頓をすること、初対面の方とでも仲良くなれ

ること

②努力なくして栄光なし

③岩手の豊かな自然の中で生産者の方が育てられた、お
いしい農畜産物を全国の方々にお伝えできるよう、岩
手県のために貢献していきたいと思います。よろしくお
願いいたします。

①趣味：野球観戦、写真

②先入観は可能を不可能にする

③私は現在盛岡大学の栄養学部で栄養について学んでい
ます。大学で学んだことを生かしながら、岩手の食材の
魅力を岩手から全国へ。全国から世界へ。純情むすめと
して発信していきます。1年間よろしくお願いします。

①趣味：音楽鑑賞。よくライブやフェスに行きます。
特技：書道。小学校3年生からずっと習っており、段を持っ

ています

②なくてはならぬ人となれ

③まず、2017いわて純情むすめに選んでいただいたことがと
ても嬉しいです。私は生まれは盛岡ですが、父の仕事の都合で
すぐ引っ越してしまい、岩手を知らずにいました。しかし今、ご
縁があり岩手に戻ってきました！　自分自身がまずは岩手を
良く知り、そして岩手の良いところをもっとたくさんの人に
知ってもらうため自分の言葉で伝えていきたいです！

①趣味・特技　②好きな言葉　③純情むすめになっての意気込み

今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ
ける様々な活動を通じて、幅広い世代へ「純情産地
いわて」をＰＲします。

2017

古
ふるだて

舘 純
じゅんな

奈

佐
さ と う

藤 由
ゆ き

紀 藤
ふじさわ

澤 桃
も も こ

子

内
う ち だ

田 怜
れ い な

奈 木
き む ら

村　 愛
あい

①趣味：春～秋…サーフィン、冬…スノーボード
特技：マシュマロキャッチ（口で食べ物をキャッチする）

②ウェイン・グレツキーの“打たないシュートは100％外
れる”
失敗をこわがらず勇気を持とうと前向きになれるから

③生まれも育ちも岩手県の私ですが、まだまだ知らない
新たな発見がたくさんあると思います。この機会を楽
しみながら“純情産地いわて”の魅力を全国へPRして
いきたいです。1年間よろしくお願いいたします。

Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
と
Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
農
業

担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
以
下
、サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）は
、５
月
18
日
に
盛
岡
市
の
ア
イ
ー
ナ
で「
平

成
29
年
度
Ｊ
Ａ
─
Ｔ
Ａ
Ｃ
キ
ッ
ク
オ
フ
大
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

岩
手
県
内
Ｊ
Ａ
の
営
農・担
い
手
担
当
部
署
か
ら

約
70
名
が
出
席
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
か
ら

は
小
原
副
本
部
長
、園
芸
部
、資
材
部
が
出
席
し
、全

農
部
門
別
提
案
と
し
て
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

小
原
副
本
部
長
は「
目
標
は
担
い
手
・
組
合
員
に

こ
れ
ま
で
以
上
に
儲
け
て
い
た
だ
く
こ
と
。Ｔ
Ａ
Ｃ

の
皆
さ
ん
と
連
携
を
密
に
し
て
、同
じ
目
標
に
向

か
っ
て
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

園
芸
部
か
ら
の
依
頼
事
項
と
し
て
、営
農
組
織
・

農
事
法
人
へ
の
新
規
園
芸
品
目
の
導
入
推
進
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
、Ｊ
Ａ（
全
農
）の
課
題
と
し
て
、

生
産
基
盤
拡
大
対
策
と
し
て
の
園
芸
品
目
の
導
入

を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。園
芸
部
で
は
担
い
手
の
生
産

拡
大
、所
得
拡
大
に
む
け
た
重
点
取
組
事
項
と
し

て
①
反
収
向
上
対
策
、②
新
規
生
産
者
、営
農
組
織

等
へ
の
園
芸
品
目
導
入
、③
既
存
生
産
者
へ
の
増
反

お
よ
び
品
目
組
合
せ
に
よ
る
周
年
出
荷
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。大
会
で
は
、Ｊ
Ａ
─
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
力
を

お
借
り
し
て
②
の
営
農
組
織
等
へ
の
園
芸
品
目
導

入
推
進
が
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。併
せ
て
推
進
目
標

件
数
や
園
芸
品
目
別
・
時
期
別
の
導
入
推
進
行
動

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
た
ほ
か
、資
材
部
か
ら
は

Ｂ
Ｂ
肥
料
大
規
模
対
策
や
農
薬
の
担
い
手
直
送
規

格
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

園
芸
推
進
の
イ
メ
ー
ジ
は
、園
芸
部
で
作
成
し
た

チ
ラ
シ
を
持
っ
て
組
織
等
に
出
向
き
配
布
、園
芸
品

目
導
入
に
意
欲
が
あ
る（
少
し
で
も

興
味
あ
り
組
織
も
含
む
）と
い
っ
た

場
合
は
、そ
の
情
報
を
最
初
に
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
情
報
提
供
い

た
だ
き
、全
農
園
芸
部
に
つ
な
い
で
、

Ｊ
Ａ
の
園
芸
部
署
と
連
携
し
て
再

訪
問
し
、導
入
オ
フ
ァ
ー
を
し
て
い

く
と
い
う
流
れ
で
す
。サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
は
Ｊ
Ａ
─
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
単
独

で
訪
問
し
た
時
の
情
報
伝
達
の
流

れ
に
つ
い
て
推
進
イ
メ
ー
ジ
を
作
成

し
説
明
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
全
農
Ｔ
Ａ
Ｃ
推
進
課
の
宗

課
長
よ
り
、Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活
動
や
担
い

手
組
織
と
の
接
点
づ
く
り
等
、全

国
の
情
勢
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た

ほ
か
、同
課
の
村
山
県
担
当
よ
り
、

担
い
手
提
案
ツ
ー
ル
や
農
業
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
に
な
り
ま
す
が
、第
44
回

J
A
岩
手
県
大
会
で
決
議
さ
れ
た
３
大
目
標
の
１

つ
で
あ
る「
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
・
農
業
生

産
の
拡
大
」や
、そ
の
重
要
施
策
と
し
て
掲
げ
て
い

る「
担
い
手
経
営
体
を
中
心
と
し
た
農
家
組
合
員

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
個
別
対
応
強
化
」を
具
体
的

に
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。Ｊ
Ａ
─
Ｔ
Ａ

Ｃ
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
部
門
別
提
案
の
情
報
提
供

を
行
い
、き
っ
か
け
づ
く
り（
取
っ
掛
か
り
役
）を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、担
い
手
か
ら
評
価
さ
れ

る「
J
A
の
出
向
く
活
動
」、「
農
家
組
合
員
の
所
得

増
大
」最
終
的
に
は
Ｊ
Ａ
の
事
業
拡
大
に
繋
が
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今回の報告者
担い手サポートセンター
出向く活動班

加澤 直志

農業ＩＣＴの取り組み

「
出
向
く
活
動
班
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
─
Ｔ
Ａ
Ｃ

キ
ッ
ク
オ
フ
大
会

畜産酪農部
畜産販売課

加
か と う

藤 大
だ い ち

地さん

趣味・特技
サイクリング、スキューバダイビング、紅茶、映画鑑賞、冷蔵庫の中身で料理

現在の担当業務
主に肉豚の集荷・販売業務を担当しております。メイン担当として頑張ります。

これからどんな職員になってみたいか
幅広く経験を積み、生産者に安心感を与えられるような頼もしい職員になりたい

です！

その他アピールしたいこと
同期の中で最年長ですが、まだまだフレッシュに頑張ります！

今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ今年は、生産者と消費者に、より身近に感じていただ
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NEWS WIDE ANGLE ニュースワイドアングル

神奈川・静岡・山梨を中心に店舗を展開している、「生活協同組合
ユーコープ」は、JAいわて花巻・JA全農いわてと共に飼料用米田植え
交流会を行いました。

JAいわて花巻営農推進部米穀販売課の畠山英剛課長指導の下、
１７名のユーコープの職員が花巻市湯口の圃場で田植えを体験しま
した。この研修会では、茶美豚（チャーミートン）生産農場視察・飼料
用米田植え体験・豚肉加工視察等、茶美豚が生産から商品になるま
での一連の流れを体験することができます。茶美豚とは、ユーコープ
が鹿児島・岩手・茨城の農場を産地・飼料指定し、その指定農場の生
産者が大切に育てた豚のことで、今回はその豚に給餌する餌米の田
植え体験を行いました。

生活協同組合ユーコープ宅配商品部バイヤーの渡邊進一さんは、
「この交流会で、職員は普段できないことを体験できます。生き物で
ある豚が肉になるまでの過程を知り、商品を扱う上で、命あるものだ
と理解しなければならないと思います。この交流会で得たことを職

ＪＡ全農いわて・ＪＡ・岩手県牛乳普及協会・岩手県は、「牛乳の日」
の６月１日、酪農業への理解・関心を高めてもらうことを目的に、岩手
大学ならびに県内３つの駅にて県産牛乳のPR活動を行いました。

雨のなか、関係者といわて純情むすめらが、学生に県産牛乳や理
解醸成リーフレット等を配布し、牛乳の消費拡大を呼びかけました。
同大学でのＰＲイベントは今年で2回目。昨年度より600本多く用意
した牛乳1,600本は、開始30分程でなくなりました。

若い世代を中心に牛乳の消費量が減少していることを背景に、県
牛乳普及協会の大鷲秀明専務理事は、「牛乳の美味しさや効能を見
直すきっかけとなれば」と期待を語りました。

ＪＡ全農いわては、盛岡市内のホテルにて平成29年度花き販売対
策会議を開催しました。県内各JA、生花会社や運輸会社などの20社
が参加し、「マーケットインによる生産振興」、「“オールいわて”として
の販売戦略構築による販売強化」、「生産・流通コストの低減」につい
て協議しました。

重点市場・実需者への長期・安定供給実現に向け、JA間・集荷場
間の連携などによる“オールいわて”として販売強化に取り組みます。

また、県内各JAの花き生育状況と重点推進案の確認や、本会議に
ご参集いただいた重点市場からの岩手県産花きへの具体的なニー
ズ・要望の共有が行われました。主要花き市場での展示フェアの実
施、消費地からの情報（販売状況・品質評価など）収集、発信を強化
し、「純情産地いわて」の指定席確保を目指します。

ＪＡ全農いわては、６月１日に県南家畜市場、翌日
は中央家畜市場において、平成29年度前期高等登
録審査会を開催しました。

和牛登録には、「高等登録」、「本源登録」、「基本登
録」があり、「高等登録」はこの３つの中で、繁殖成績や
産子成績のほか、定められた６つの資格条件を満たし
た母牛に対して与えられる最高の登録です。今回の審
査会では県南管内２８頭、中央管内３８頭の各地域で
和牛改良の中核となるであろう母牛が受審し、体型測
定後に全国和牛登録協会本部の植村氏を中心とした
厳正なる審査を受け、県内で６５頭が合格しました。

JA全農いわて畜産酪農部の後藤和彦部長（全国和
牛登録協会岩手県支部長）は、「岩手の和牛改良の礎
となる、高等登録牛が増えることにより産地力が向上
します。ぜひ全頭合格し、いわて牛の発展に貢献してほ
しいです。また、９月に行われる宮城全共では、オール
岩手として、生産者の思いを結集し、必ずや日本一を獲
得しましょう」と岩手県の和牛能力向上に意欲をみせ
ました。

JA全農いわては、JAいわて花巻本店特設会場で「JA農業
機械大展示会」を開催しました。この展示会は、JAグループが
総力を結集して年に１度開催される大展示会で、JAグループ
の取扱いメーカー48社が最新農業機械を展示しました。

また、農業機械だけではなく、肥料・農薬等生産資材の展
示、経営の相談コーナーを設けるなど、JAグループならではの
総合力を活かした展示会となりました。また、農業用ドローン
の紹介など、農作業を効率化・省力化することができるICT農
業への提案も行いました。来場者は２日間で1,956名と、目標
人数を大きく超え、会場は大きな賑わいを見せました。

場で周知していきたいです。」と決意を述べました。

商品の生産から販売までの流れを再確認

6月1日は「牛乳の日」純情産地いわての指定席確保に向けて

県内65頭が合格

農機メーカー48社が集結

5月24日（水）

6月1日（木）6月7日（水）

6月1日（木）・2日（金）

6月10日（土）・11日（日）

飼料用米田植え・産地視察研修会

県産牛乳理解醸成イベント平成29年度花き販売対策会議

平成29年度前期高等登録審査会

JA農業機械大展示会

審査を受ける和牛

岩手大学で県産牛乳を配布する2016いわて純情むすめ会議の様子

1,956名の来場者で賑わいました

７月、今月から2017いわて純情むすめの
活動がはじまります。本誌９ページで紹介し
ているとおり、個性豊かな5名が揃いました。
６月19日～20日に行った事前研修では、１
つ１つぎっしりとメモ帳に書き込む熱心な彼
女たち。今年は純白の衣装で皆様に元気いっ

ぱい、県産農畜産物をＰＲしていきます。ま
た、来月初めには毎年恒例のさんさ踊りに参
加しますので、皆様のあたたかいご声援をよ
ろしくお願いします。

（小野）
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Iwate JA-SS Chain 15th Anniversary
S i n c e  2 0 0 1

20,000円コース

いわちく「味工芸」

ϋϜ٧Ί߹わͤ
Ϊϑト

いわちく「味工芸」

ϋϜ٧Ί߹わͤ
Ϊϑト

Canon 
1PXFS4IPU 
(9 9 Mark II
シルバー

Canon 
1PXFS4IPU 
(9 9 Mark II
シルバー

300
名様

５00円分

いわてJA-SSチェーン15周年

ΦϦδφル260カード
５00円分

5,000円コース

ＪＡ全農いわて直営
みのるダイニング

͓食事݊
５,000円分

ＪＡ全農いわて直営
みのるダイニング

͓食事݊
５,000円分

食べくらべ

米࢈ݝखؠ
（新銘柄）

食べくらべ

米࢈ݝखؠ
（新銘柄）

15
名様

15
名様

15
名様

˞ࣸਅ͸͢΂てΠϝージͰ͢ɻ

˞ࣸਅ͸͢΂てΠϝージͰ͢ɻ

˞ฏ੒��೥��݄ʙ̍̍ ݄ͷฏ೔ग़ൃͱ͞ ͤていͨͩ ·͖͢ ɻ
˞͓٬༷ͷ͝ཁ๬ʹΑΓɺ౔ɾ೔ɾॕ ೔΁ͷมߋɾάϨーυΞοϓ౳͸ࣗݾෛ୲ͱͳΓ·͢ ɻ

任天堂
/FXχンςンドー�%4 --
パールホワイト

ポέοトϞンελー αン・Ϝーン

任天堂
/FXχンςンドー�%4 --
パールホワイト

ポέοトϞンελー αン・Ϝーン

10,000円コース

提供：J3౦日ຊ提供：J3౦日ຊ
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北海道新幹線で行く
വؗ౬の઒Թઘ
౬ݩ୏໦௾
1泊2日の旅

北海道新幹線で行く
വؗ౬の઒Թઘ
౬ݩ୏໦௾
1泊2日の旅 3

名様

ネスカフェ ゴールドブレンド

όϦελ J <アイ> レッド
ΤίˍγεςϜύοΫ／各110g
ネスカフェ ゴールドブレンド
ネスカフェ ゴールドブレンド コク深め

ネスカフェ ゴールドブレンド

όϦελ J <アイ> レッド
ΤίˍγεςϜύοΫ／各110g
ネスカフェ ゴールドブレンド
ネスカフェ ゴールドブレンド コク深め

⡴

ʮωεΧϑΣ�ΞϓϦʯΛ͑࢖͹ɺ΋ͬ ͱࣗ ༝ʹ
͋ͳͨͷίーώーʹΧελϚΠζ͕Մೳɻ
ʮωεΧϑΣ�ΞϓϦʯΛ͑࢖͹ɺ΋ͬ ͱࣗ ༝ʹ
͋ͳͨͷίーώーʹΧελϚΠζ͕Մೳɻ

˞ࣸਅ͸ΠϝージͰ͢ɻ

3
名様

セットで

任天堂任天堂任天堂任天堂任天堂任天堂3
組様

ペアで

/FXχンςンドー�%4 --/FXχンςンドー�%4 --/FXχンςンドー�%4 --/FXχンςンドー�%4 --/FXχンςンドー�%4 --/FXχンςンドー�%4 --/FXχンςンドー�%4 --/FXχンςンドー�%4 --

3
名様

セットで

χϯςϯυー�%4ͷϩΰɾχϯςϯυー�%4͸೚ఱಊͷ঎ඪͰ͢ɻ

������1PLÉNPO�������������/JOUFOEP���$SFBUVSFT�*OD����(A.&�'3&A,�JOD��ɹ
ϙέοτϞϯελーɾϙέϞϯɾ1PLÉNPO͸೚ఱಊɾΫϦーνϟーζɾήームϑϦーΫͷొ࿥঎ඪͰ͢ɻ

金色の風・銀河のしずく
合わせて10㎏

キャンペーン期間中、指定のリーフレット兼専用応募封筒をご準備いただき、参
加ＪＡ-ＳＳにて取扱商品ご購入時に発行される【レシート】または【スタンプ】を
ご希望のコース分集め、レシートを同封（スタンプの場合はスタッフより押印）し、
必要事項をご記入の上、のぼりのあるいわてJA-ＳＳのスタッフへお渡しください。
キャンペーン終了後、応募者の中から厳正なる抽選を行ない、平成２９年10月初
旬、賞品の発送をもって発表にかえさせていただきます。
※なお、岩手県産米については新米が収穫され次第の発送となります。

応募方法

当選発表

˙ର৅঎඼ɿいわてJA�44νΣーϯͷऔѻ঎඼全てʢۚ ɾ݊഑ୡ౮༉ɾ഑ୡܰ༉͸আ ʣ͘ɻ
˙Ϩγーτɾελϯϓ͸ෳ਺ຕ߹͠ࢉて΋͝ԠืͰ ·͖ ʢ͢੫ࠐՁ֨ʣɻ̇ ͓Ұਓ༷ԿޱͰ΋
͝ԠืͰ ·͖͕͢ɺઐ༻Ԡื෧౵̍ຕʹ͖ͭ̍ ͱ͞ޱ ͤていͨͩ ·͖͢ɻ̇ ͷ΅Γͷ͋Δݝ಺
JA�44Ͱ͝ར༻Ͱ ·͖͢ɻ̇ ͝Ԡืいͨͩい̡ͨ Ϩγーτ ͸r͓ฦ Ͱ͠ ·͖ͤΜɻ̇ ౰બ৆඼ͷ
͓ಧ͚ઌ͸౰બऀ͝ຊਓͷ͝ॅॴʹݶΒͤ ていͨͩ ·͖͢ɻ̇ ৆඼͸มߋʹͳΔ৔߹͕͟͝
い·͢ ͷͰɺ͋ Β͔ Ίྃ͡͝ঝͩ͘ い͞ɻ
˞Ϩγーτͷ༗ޮݶظ͸ฏ੒��೥�݄�೔ʢ໦ʣʙ�݄��೔ʢ໦ʣͰ͢ɻ˞ ৆඼͸ܠද๏ʹͮجいて࣮ࢪいͨ͠ ·͢ ɻ
˞JA�̨ ̨ʹ ΑΓΩϟϯペーϯΛ࣮ࢪ て͠いͳい৔߹͕͟͝い·͢ͷͰ༧Ίྃ͝ঝͩ͘ い͞ɻ˞ ͓٬༷ͷݸਓ৘ใ
Λ͓٬༷ͷಉҙͳ͠ ։ʹऀࡾ຿ҕୗઌҎ֎ͷୈۀʹ ɾࣔఏࣔ͢Δ͜ ͱ͸ Γ͋·ͤΜɻʢ๏ྩ౳ʹΑΓ։ࣔΛٻΊΒ
Εͨ৔߹Λআ ʣ͘

セットで20,000円コース セットで
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チェーン本部／岩手県盛岡市上厨川横長根42-1　TEL.019-646-7283　http://www.junjo.jp/ja-ss/

詳しくはのぼりのある
JA-SSへ！ いわて+"�44νΣーン特集

平成29年度
園芸事業推進対策について

vol.816
2017

7

＊消費地だより	＊銀河食堂info
＊報告！	出向く活動班　＊2017純情むすめ決定 JA 全農いわてホームページ

〒020-8605 盛岡市大通一丁目2番1号　TEL019-626-8615　FAX019-653-6145

http://www.junjo.jp

■営農と生活を支援し、元気な産地づくりに取り組みます。
■安全で新鮮な国産農畜産物を消費者にお届けします。
■地球の環境保全に積極的に取り組みます。
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